
　

古
い
文
化
財
が
数
多
く
あ
る
東

汗
の
満
願
寺
で
す
が
、
入
口
に
佇

む
楼
門
も
そ
の
一
つ
で
す
。
江
戸

時
代
の
早
い
時
期
に
建
て
ら
れ
た

こ
の
建
物
は
、
本
町
最
古
の
木
造

建
築
物
の
一
つ
で
す
。

　

こ
の
楼
門
は
、
８
０
７
（
大
同

２
）
年
の
建
築
と
の
言
い
伝
え
も

あ
り
ま
す
が
、
実
際
は
古
い
特
徴

を
残
し
た
和
様
の
建
築
で
す
。
内

部
の
梁
な
ど
の
部
材
の
特
徴
は
、

室
町
時
代
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

下
層
の
桁
行
は
6.22
ｍ
で
梁
間
は
3.71

ｍ
の
三
間
一
戸
の
型
式
で
す
が
、

扉
の
痕
跡
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在

満
願
寺
に
は
、
こ
の
楼
門
の
ほ
か

に
、
享
保
元
（
１
７
１
６
）
年
に

作
ら
れ
た
と
い
わ
れ
る
薬
師
堂
が

あ
り
ま
す
が
、
柔
和
な
つ
く
り
の

薬
師
堂
に
比
べ
て
、
豪
壮
な
つ
く

り
の
楼
門
と
い
う
こ
と
で
対
比
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

全
体
的
に
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
つ

く
り
で
、
昭
和
30
年
代
以
前
は
茅

葺
で
し
た
が
、
そ
の
後
瓦
葺
に
改

め
ら
れ
た
も
の
の
、
茅
に
比
べ
て

重
さ
が
増
え
て
し
ま
っ
た
こ
と
か

ら
、
建
物
の
あ
ち
こ
ち
に
歪
み
が

目
立
ち
始
め
、
倒
壊
の
危
険
性
が

指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
か
ら
平
成
15
年
か

ら
２
ヵ
年
に
渡
り
修
復
事
業
を
行

い
、
茅
葺
の
雰
囲
気
を
出
し
た
銅

板
葺
に
改
め
ら
れ
、
さ
ら
に
、
長

い
年
月
が
経
過
し
た
こ
と
に
よ
り

腐
食
し
た
部
材
を
修
繕
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
往
年
の
姿
に
戻
り
ま

し
た
。

　

さ
て
、
こ
の
楼
門
に
つ
い
て
説

明
す
る
場
合
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

の
は
、
楼
門
の
東
西
に
分
か
れ
て

鎮
座
す
る
、
２
体
の
仁
王
像
で
す
。

こ
の
仁
王
像
は
天
衣
を
ま
と
っ
て

い
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
題
材

に
し
た
民
話
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
も
の

で
す
。
宇
都
宮
明
神
の
仁
王
様
は

鹿
島
明
神
に
あ
る
神
池
を
盗
み
に

行
き
ま
し
た
が
、
途
中
力
持
ち
で

有
名
な
、
満
願
寺
の
仁
王
様
に
加

勢
を
頼
み
、
鹿
島
に
向
か
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
鹿
島
神
宮
に
や
っ

て
き
て
池
を
持
ち
出
そ
う
と
し
た

と
こ
ろ
、
こ
ち
ら
も
力
自
慢
で
有

名
な
鹿
島
神
宮
の
仁
王
様
に
見
つ

か
り
、
宇
都
宮
明
神
の
仁
王
様
は

つ
か
ま
っ
て
し
ま
い
、
満
願
寺
の

仁
王
様
は
、
命
か
ら
が
ら
追
い
す

が
る
鹿
島
神
宮
の
仁
王
様
を
振
り

切
っ
て
逃
げ
帰
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
の
時
に
鹿
島
の
仁
王
様
に

つ
か
ま
れ
て
し
ま
っ
た
天
衣
を
、

取
り
返
す
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の

時
以
来
、
今
に
至
る
ま
で
満
願
寺

の
仁
王
様
の
肩
の
上
に
は
天
衣
が

無
い
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
の
で

す
。

町
指
定
文
化
財　

満
願
寺
楼
門

１
６
６
３

寛
文
３

４
代
将
軍
家
綱
、
日
光
社
参
。

１
６
６
８

寛
文
８

足
利
学
校
再
建
さ
れ
る
。

１
６
８
０

延
宝
８

万
石
通
し
が
発
明
さ
れ
る
。

１
６
８
２

天
和
２

江
戸
に
て
八
百
屋
お
七
の
火
事
が
起
き
る
。

１
６
８
５

貞
享
２

多
功
村
に
お
い
て
、
名
主
の
不
正
を
め
ぐ

っ
て
、
惣
百
姓
が
罷
免
要
求
を
起
こ
す
。

１
６
８
８

元
禄
元

柳
沢
吉
保
、
側
用
人
に
な
る
。

１
６
９
８

元
禄
11

簗
村
が
税
の
引
き
下
げ
を
願
い
出
る
。

１
７
０
９

宝
永
６

徳
川
綱
吉
没
、
生
類
憐
み
の
令
が
廃
止
さ
れ
る
。

１
７
１
２

正
徳
２

鳥
居
忠
英
が
近
江
水
口
城
か
ら
壬
生
城
に
移
封
さ
れ
る
。（
下
野
に
お
け
る
干
瓢
伝
来
）

※

こ
の
こ
ろ
、
満
願
寺
の
楼
門
が
建
て
ら
れ
る
。

１
７
１
８

享
保
３

幕
府
、
庚
申
塔
や
新
た
な
堂
・
宮
の
建
立
を
禁
止
す
る
。

１
７
２
０

享
保
５

江
戸
に
町
火
消
が
で
き
る
。

１
７
２
２

享
保
７

川
中
子
村
に
て
洪
水
で
村
が
困
窮
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
助
郷
役
休
役
の
訴
願
が
出
さ
れ
る
。

１
７
２
４

享
保
９

近
松
門
左
衛
門
亡
く
な
る
。

１
７
２
７

享
保
12

壬
生
宿
に
て
、
旧
多
功
城
主
子
孫
、
伊
予
今
治
藩
士
多
功
孫
左
衛
門
と
旧
家
臣
が
面
会
す
る
。

１
７
３
１

享
保
16

幕
府
、
加
賀
藩
か
ら
１
５
万
両
借
り
入
れ
す
る
。

１
７
４
１

寛
保
元

大
山
村
領
主
旗
本
小
出
靱
負
の
領
民
１
１
名
が
、
江
戸
赤
坂
御
門
の
小
出
家

屋
敷
に
て
検
見
の
不
公
正
を
訴
え
出
る
。

１
７
４
５

延
享
２

徳
川
吉
宗
が
将
軍
を
辞
職
し
、
家
重
が
将
軍
に
就
任
す
る
。

１
７
５
０

寛
延
３

徳
川
家
光
の
100
回
忌
に
あ
た
り
、
日
光
道
中
に
お
い
て
大
規
模
な
通
行
が
あ
る
。
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